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4. IBSの腸内細菌叢の特徴
5. 腸内細菌叢と消化管粘膜・消化管神経系
6. 腸内細菌叢を変化させることによるIBSの治療
7. おわりに

◆第7章 腸内細菌叢と循環器疾患
…《吉田 尚史，山下 智也，平田 健一》
1. はじめに
2. 腸内細菌代謝物と循環器疾患
3. 冠動脈疾患に特徴的な腸内細菌叢
4. 腸内細菌種と冠動脈疾患との関連
5. 無菌マウスと動脈硬化
6. おわりに

◆第8章 腸内細菌叢と心不全
…《梅井 正彦，赤澤 宏》
1. はじめに
2. 心不全における腸管バリア機構と

炎症サイトカイン
3. 心不全における腸内細菌叢
4. 心不全と腸内細菌代謝物
5. 心不全に対する腸内細菌叢をターゲット

とした治療
6. 今後の展望
7. おわりに

◆第9章 腸内細菌叢と気分障害
（うつ病，双極性障害）

…《功刀 浩》
1. はじめに
2. 動物モデルによる検討
3. 大うつ病性障害患者の腸内細菌叢に関する

解析
4. 双極性障害患者の腸内細菌叢の解析
5. ヒトを対象としたプロバイオティクス摂取の

有用性の検討
6. 想定されるメカニズム

◆第10章 腸内細菌叢と慢性便秘症
…《内藤 裕二，髙木 智久》
1. はじめに
2. 慢性便秘症患者の腸内細菌叢
3. 粘膜関連細菌叢が宿主相互作用に関与
4. ノトバイオート研究からみた便秘メカニズム
5. 慢性便秘症患者に対する糞便移植は有効か?
6. プレ・プロバイオティクスを用いた

慢性便秘症治療
7. おわりに

◆第11章 腸内細菌叢とアレルギー
…《成田 雅美》
1. はじめに
2. 腸内細菌叢による免疫制御とアレルギー

6. おわりに
◆第6章メタボリックシンドロームを抑制する

腸内増殖性プロバイオティクス
…《青木 亮》
1. はじめに
2. メタボリックシンドロームと腸内細菌叢
3. B. lactis GCL2505の腸管での増殖性と動態
4. B. lactis GCL2505の抗メタボリックシンドローム

効果とそのメカニズム
5. B. lactis GCL2505のヒトに対する

抗メタボリックシンドローム効果
6. おわりに

第5編 腸管以外のマイクロバイオームの
生態と機能

◆第1章 口腔マイクロバイオームの
生態と機能

第1節 口腔マイクロバイオームによる健康評価
…《山下 喜久，竹下 徹》
1. 口腔マイクロバイオームを構成する細菌種
2. 口腔マイクロバイオームの微量構成細菌種を

反映する口腔の健康
3. 口腔マイクロバイオームの主要構成細菌種を

反映するヒトの健康
4. おわりに

第2節 口腸連関を基盤とした歯周病と
全身疾患の関連
―マウスモデルによる解析―

…《山崎 和久》
1. はじめに
2. 歯周病とは
3. 歯周病と全身疾患の関連
4. 歯周病が全身疾患に及ぼす病因メカニズムと

その問題点
5. 歯周病と全身疾患を結ぶ新たなメカニズム
6. P. gingivalisによる腸内細菌叢の

ディスバイオーシスと疾患の関連
7. おわりに

第3節 歯周病の口腔細菌叢
…《池田 恵莉，竹内 康雄，東 みゆき》
1. 歯肉病に関わる細菌叢解析の歴史
2. 次世代シークエンス技術を用いた網羅的な

歯周病関連細菌叢解析
3. 歯周病関連細菌と宿主との関係
4. おわりに

第4節 歯周治療と歯肉縁下マイクロバイオーム
…《石原 和幸》
1. はじめに
2. 歯周炎と歯周治療
3. 従来の歯周治療についての解析
4. スケーリング，ルートプレーニングによる

マイクロバイオームの変化
5. 抗菌薬を用いた治療
6. 処置による菌叢の変化と宿主応答
7. 歯周治療後のメインテナンス
8. おわりに

◆第2章 皮膚マイクロバイオームの
生態と機能

第1節 皮膚マイクロバイオームの多様性
…《冨田 秀太》
1. はじめに
2. 身体部位別皮膚マイクロバイオームの多様性
3. 皮膚マイクロバイオームを構成する細菌の多様性
4. 皮膚マイクロバイオームの多様性と恒常性
5. おわりに

第2節 皮膚マイクロバイオームと皮膚疾患
…《川崎 洋，天谷 雅行》
1. はじめに
2. 皮膚疾患とdysbiosis 
3. 尋常性ざ瘡（にきび）
4. アトピー性皮膚炎
5. 白  斑
6. 乾  癬
7. 皮膚マイクロバイオーム研究の課題
8. おわりに

◆第3章 生殖器系マイクロバイオームと疾患：
女性生殖器系のマイクロバイオームと
早産予防・治療を中心に

…《漆山 大知，秦 健一郎，宮本 新吾》
1. はじめに
2. マイクロバイオーム研究に関わる

女性生殖器の解剖と生理

3. 気管支喘息
4. 食物アレルギー
5. 腸内細菌叢をターゲットとした介入
6. おわりに

◆第12章 腸内細菌叢と
小児アトピー性皮膚炎

…《下条 直樹》
1. はじめに
2. ヒトの腸内細菌叢の形成
3. アトピー性皮膚炎における腸内細菌叢の

関与についての疫学研究
4. アトピー性皮膚炎発症に関連する腸内細菌の

機能因子
5. 腸内細菌叢を標的とするアトピー性皮膚炎の

治療・予防
6. おわりに

◆第13章 妊娠・出産と腸内細菌叢
…《塩﨑 有宏，齋藤 滋》
1. はじめに
2. 妊娠経過中の腸内細菌叢の変化
3. 妊娠前の過体重および肥満と腸内細菌叢との

関連性
4. 妊娠中の食事により腸内細菌叢はどのような

影響を受けるか?
5. 妊娠中の抗菌薬が腸内細菌叢に与える影響
6. 産褥期における腸内細菌叢の変移
7. 妊娠糖尿病と腸内細菌叢との関連性
8. 切迫早産・早産と腸内細菌叢の関連性
9. 早産を減らすために何をすればいいのか? 

10. おわりに

第4編 治療法／治療薬開発
◆第1章 腎臓病の治療開発
第1節 腸内環境改善による腎臓病の治療開発
…《三島 英換，菊地 晃一，阿部 高明》
1. 慢性腎臓病（CKD）
2. CKDと腸内細菌叢の関連
3. 腸管由来尿毒素とCKD治療
4. プロバイオティクス，プレバイオティクスによる

尿毒素減少効果
5. 便秘症治療薬によるCKD治療効果の可能性
6. 糖尿病性腎臓病とフェニル硫酸
7. まとめと展望

第2節 腸内細菌代謝産物による腎臓病の
治療薬開発

…《岩田 恭宜，中出 祐介，和田 隆志》
1. はじめに
2. 腸内細菌叢由来代謝産物
3. おわりに

◆第2章 マイクロバイオームとワクチン開発
…《細見 晃司，國澤 純》
1. はじめに
2. 共生細菌を介した免疫刺激と注射型ワクチン

に対する効果
3. 経口ワクチンに対する免疫応答と共生細菌
4. 食事由来ビタミンや脂質と腸内細菌の関連，

ワクチンへの影響
5. 腸管における常在細菌依存的な

IgA抗体産生増強システム
6. 腸管IgA抗体応答を増強する共生細菌
7. おわりに

◆第3章 移植片対宿主病（GVHD）のFMT 
…《垣花 和彦》
1. はじめに
2. 腸内細菌と急性GVHD
3. 腸管急性GVHDに対するFMT
4. FMTの利点と問題点
5. 今後の展望

◆第4章 腸内細菌叢と
自閉症スペクトラム障害

…《井上 亮》
1. 自閉症スペクトラム障害
2. 腸内細菌叢と自閉症スペクトラム障害
3. 腸内環境の改善と自閉症スペクトラム障害
4. おわりに

◆第5章 腸内細菌叢と肥満（脂質）
…《向山 広美，宮本 潤基，木村 郁夫》
1. はじめに
2. 腸内細菌叢と肥満
3. 腸内細菌由来代謝産物と

エネルギー代謝制御394
4. 短鎖脂肪酸
5. 多価不飽和脂肪酸

3. 早産と関連する主な感染症
4. 女性生殖器系マイクロバイオームと疾患
5. これまでの早産予防・治療戦略と試み
6. 新たな早産予防・治療戦略確立に向けて
7. おわりに

第6編 応用研究：
食品とマイクロバイオーム

◆第1章 食品由来アスタキサンチンの
腸内細菌叢への影響

…《米井 嘉一，HAASBROEK Kyle》
1. はじめに
2. 方  法
3. 実験結果
4. 高脂肪食による腸内細菌叢の変化
5. AXの腸内細菌叢への作用
6. おわりに

◆第2章 醗酵食品による腸内環境の
最適化とアレルギー予防

…《辻 典子》
1. はじめに
2. 腸内環境と免疫機能
3. アレルギーと炎症・抗炎症
4. 小腸自然免疫の活性化
5. 乳酸菌によるアレルギーの抑制
6. 衛生仮説と食事仮説
7. 醗酵食品によるアレルギーの制御
8. 醗酵代謝産物の免疫修飾効果
9. 大腸腸内細菌叢の調節効果

10. おわりに
◆第3章 健康寿命延伸を目指した

腸内マイクロバイオームの代謝制御
によるポリアミン産生食品の開発

…《松本 光晴》
1. はじめに
2. 細胞の健全化に不可欠な物質ポリアミン
3. 腸内マイクロバイオームによる大腸管腔内

ポリアミン濃度の増加方法
4. 腸内ハイブリッド・ポリアミン生合成機構
5. 腸内ポリアミン濃度上昇によるマウスの

健康寿命伸長効果
6. 血管内皮機能をターゲットとしたヒト臨床試験
7. おわりに

◆第4章ポリフェノールによる
腸内細菌叢改善効果

…《庄司 俊彦》
1. 食品中のポリフェノールの分類
2. ポリフェノールの生体調節機能
3. ポリフェノールの腸内細菌叢に与える影響
4. おわりに

第7編 ヒトマイクロバイオーム以外の
応用事例

◆第1章 マイクロバイオームを活用した
植物・微細藻類バイオマス生産

…《遠山 忠，石澤 秀紘》
1. はじめに
2. 水生植物ウキクサのマイクロバイオーム
3. 微細藻類のマイクロバイオーム
4. おわりに

◆第2章 家畜動物に対する
プロバイオティクスとその展望

…《宮本 浩邦，大野 博司，児玉 浩明》
1. はじめに
2. 家畜における抗生物質の使用量削減の必要性
3. 従来の家畜動物用のプロバイオティクス
4. 芽胞形成菌プロバイオティクスの新たな利用価値
5. 複数種のプロバイオティクスの活用
6. 抗生物質代替製剤の開発のための

家畜フローラマウスの活用
7. 動物用プロバイオティクスと循環型農業との関係
8. おわりに

◆第3章 伴侶動物の腸内細菌叢
…《島 綾香，石原 玄基》
1. はじめに
2. 伴侶動物を取り巻く状況と腸内細菌叢
3. 動物種・品種による細菌叢の違い
4. ヒトのモデルとしての伴侶動物
5. 腸内細菌叢と関連する因子
6. 糞便移植
7. 腸内細菌叢以外の常在細菌叢
8. おわりに


